
〔１〕紙パックの合計の重さと枚数の２つのグラフから、x =45000のときのそれぞれの y の

値に着目する。

る。

〔２〕〔１〕で着目した y の値をもとに、紙パックの枚数の違いを求める方法を説明する。

正答の導き方

・比例の式は y ＝ ax 

・比例のグラフは原点を通る直線

・座標により平面上の点の位置が決まること

・具体的な事象と結びつけて、座標をとらえ

ること

必要な知識・技能

令和２年度全国学力・学習状況調査 中学校【数学】

の（２）６ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる
かどうかをみる問題

（解答例）

・１枚の重さを28gとしたときのグラフと１枚の重さを32gとしたときの２つのグラフに

ついて、 x =45000のときの y のおよその値の差を求める。

・１枚の重さを28gとしたときのグラフと１枚の重さを32gとしたときの２つのグラフに

ついて、 x 座標が45000の２点間の y 軸方向の距離を読む。

x＝45000

※枚数を表しているのは縦軸だから、２つの

●の座標の y 座標に着目して説明する。

＜関連する過去の問題＞

H３０B 3  (3)：Ａ駅からの道のりが６kmの地点において、

列車アが通ってから列車エが通るまでの時間

を、グラフから求める方法を説明する問題



○ 具体的な事象の中にある２つの数量関係をグラフに表して、グラフが通る点の座標を読

み取る活動を設定することが大切です。

○ 答えを求めさせるだけでなく、問題解決の方法をグラフや数などを用いて説明する活動

を設定することが大切です。また、事象を発展的に考察する活動も大切です。

調査問題を活用した授業改善のための指導資料

授業改善のポイント

①のグラフ上の点で、

x 座標が45000である

点をAとします。点Ａの

y 座標は何を表している

でしょうか。

◆ x 座標と y 座標の意味やグラフの読み方について理解していなかったり、その説明が不

足したりしている。

◆ ２つのグラフが何を表しているか理解できなかったり、説明の仕方を理解していなかっ
たりする。

誤答例とその原因

（誤答例１） ２つのグラフが45000のときの値を求める。

（誤答例２） １枚の重さを28gとしたときのグラフと１枚の重さと32gとしたときの２つの

グラフを見ればわかる。

②のグラフ上の点で、

x 座標が45000である

点をBとします。２点Ａ、

Ｂ間の距離は、何を表し

ているでしょうか。

１か月で集まった紙パックの合計の重さが45000gのとき、紙パックの枚数の違いは、

およそ何枚になるでしょうか。グラフから求める方法を説明してみましょう。

点Ａの y 座標は、１枚

32gの紙パックの合計の

重さが45000ｇの時の

紙パックの合計の枚数を

表しています。

Ａ

①

②

２点Ａ、Ｂ間の距離は、

合計の重さが45000gのと

きの、28gの紙パックの枚

数と32gの紙パックの枚数

の差を表しています。

Ｂ

①

②

１枚の重さを28gとしたときのグラフと１枚の重さを

32gとしたときの２つのグラフについて、 x =45000の

ときの y のおよその値の差を求めるといいです。実際に

グラフを読むと、差はおよそ200枚とわかります。

では、１か月で集まる紙パックの合計の重さが

45000gのとき、１年間での枚数のちがいはどれくら

いになるでしょうか。

Ａ

Ｂ

１年間では、１か月の12倍になるから、紙パックの枚

数のちがいも12倍の2400になるのではないかな。

本当にそうなるのか式を使って調べてみようよ。45000

1600

1400

差：1600－1400
＝200

45000


